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海
外
に
出
る
と
日
本
と
は
ま
っ
た
く
異
な
っ

た
文
化
や
価
値
観
に
出
会
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
良
い
面
も
あ
れ
ば
、
悪

い
面
も
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も

海
外
に
出
る
と
日
本
の
持
っ
て
い
る「
当
た

り
前
」
が
通
用
し
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
作
業
療
法
士
や
理
学
療
法

士
を
と
り
ま
く
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

分
野
に
お
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
ま
す
。

日
本
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
に
つ
い

て
、
２
０
２
４
年
時
点
に
お
い
て
も
未
だ
に

１
４
６
カ
国
中
１
１
８
位
と
一
向
に
改
善
し

て
い
ま
せ
ん
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
と
は
、

あ
る
特
定
の
分
野
に
お
け
る
男
性
に
対
す

る
女
性
の
割
合
を
示
す
指
標
で
す
。
こ
の

ジ
ェン
ダ
ー
ギ
ャッ
プ
が
大
き
い
ほ
ど
不
平
等

な
社
会
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
さ
れ
ま
す
。

日
本
に
お
い
て
は
、
政
治
や
経
済
の
参
加
に

お
い
て
顕
著
な
ジ
ェン
ダ
ー
ギ
ャッ
プ
が
生
じ

て
い
ま
す
が
、
実
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョン
の

分
野
に
お
い
て
も
ジ
ェン
ダ
ー
ギ
ャッ
プ
が
生

じ
て
い
ま
す
。

日
本
に
お
け
る
理
学
療
法
士
数
は

２
０
２
４
年
現
在
で
20
万
人
を
超
え
て
い

ま
す
。
こ
の
理
学
療
法
士
数
は
世
界
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
の
数
字
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
日
本
の
理
学
療
法
士
の
女
性
の
割
合

は
約
36
％
、
こ
れ
は
世
界
か
ら
み
る
と
ど
の

よ
う
に
映
る
の
で
し
ょ
う
か
。
同
様
の
指
標

を
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
先
進
国
で
あ
る
欧

米
諸
国
で
み
た
場
合
、
ア
メ
リ
カ
70
％
、
カ

ナ
ダ
72
％
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
65
％
と
な
っ

て
お
り
、
日
本
の
割
合
と
は
大
き
く
異
な
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
で
は
、
距

離
的
に
も
文
化
的
に
も
近
い
ア
ジ
ア
で
み
た

場
合
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
そ
の
割
合
は
、
韓
国
59
％
、
タ
イ

70
％
と
な
っ
て
お
り
、
ア
ジ
ア
諸
国
と
比
べ

た
場
合
で
も
日
本
の
女
性
割
合
は
低
い
と

い
う
こ
と
が
理
解
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
世
界
の
国
々
と
比
較
を
し
て
み
る
と
、

理
学
療
法
の
分
野
で
は
男
性
よ
り
も
女
性

の
方
が
明
ら
か
に
活
躍
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
そ
し
て
、
日
本
は
そ
の
世
界

基
準
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
か
ら
外
れ
て
し
ま
って

い
る
こ
と
も
同
時
に
理
解
で
き
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
も
し
、
日
本
の
こ
と
だ
け

し
か
知
ら
な
け
れ
ば
、
こ
う
し
た
日
本
と

世
界
と
の
ギ
ャッ
プ
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

で
は
、
な
ぜ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョン
の
分
野
で

女
性
の
活
躍
が
重
要
に
な
る
の
で
し
ょ
う

か
。
実
は
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョン
の
分
野
に

限
ら
ず
、
医
療
の
分
野
に
お
い
て
は
女
性

が
活
躍
す
る
こ
と
の
優
位
性
が
た
く
さ
ん

の
研
究
で
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
２
４
年
にA

nnals of Internal �
M
edicine

誌
に
公
開
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
で

実
施
さ
れ
た
研
究
で
は
、
70
万
人
に
も
お

よ
ぶ
患
者
の
分
析
に
お
い
て「
女
性
医
師
に

治
療
さ
れ
た
患
者
は
、
男
性
医
師
に
治
療

さ
れ
た
患
者
よ
り
も
死
亡
率
、
再
入
院
率

と
も
に
低
か
っ
た
」
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
ま
す
。
考
察
で
は「
原
因
と
結

果
を
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
女

性
医
師
の
方
が
患
者
の
声
を
よ
く
聞
き
、

患
者
と
の
時
間
を
多
く
過
ご
し
、
専
門
家

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
守
っ
て
協
力
す
る
傾
向

が
強
い
こ
と
を
研
究
は
示
し
て
い
る
」と
述

べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本
に
お
い
て
も
っ
と

た
く
さ
ん
の
女
性
作
業
療
法
士
・
理
学
療

法
士
が
活
躍
す
る
こ
と
は
、
患
者
さ
ん
に

と
っ
て
も
社
会
に
と
っ
て
も
有
益
で
あ
る
こ

と
を
こ
う
し
た
研
究
が
裏
づ
け
て
い
ま
す
。

東
京
家
政
大
学
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学

科
を
持
つ
全
国
唯
一の
女
子
大
学
で
す
。
ま

た
、
本
学
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョン
学
科
で
は
、

全
国
的
に
も
珍
し
い
国
際
的
な
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
に
特
化
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
１
年
時
か
ら「
医

学
英
語
」や「
国
際
支
援
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
」
と
い
っ
た
科
目
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、

海
外
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョン
に
関
す
る
講
義

が
あ
り
ま
す
。ま
た
、２
年
生
以
降
で
は「
ス

タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
」と
し
て
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョン
に
特
化
し
た
海
外
視
察
も
経
験
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
う
し
た
学
び
を
通

し
て
、本
学
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョン
学
科
で
は
、

「
女
性
が
活
躍
で
き
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
社
会
」を
創
造
し
て
い
き
た
い
と
思
って
い

ま
す
。

２
０
２
４
年
度
新
規
開
校
科
目
の
為
、
現
２
年
生
の
み
が
受
講
を
終
了

し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
秋
９
月
よ
り
１
年
生
が
第
２
期
生
と
し
て
本
講

義
の
受
講
を
ス
タ
ー
ト
！

国
際
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
状
況
に
つ
い
て
学
ぶ
講
義
を
必
修
科

目
と
し
て
設
置
す
る
の
は
、
全
国
的
に
も
珍
し
く
、
東
京
家
政
大
学
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
で
は
、
世
界
に
関
心
を
持
ち
、
各
国
の
文
化
を

理
解
で
き
る
、
ま
た
国
際
的
に
活
躍
で
き
る
人
材
育
成
を
目
指
し
て
い

ま
す
！

「
国
際
支
援
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」は
先
進
国
か
ら
発
展
途
上
国
ま
で
、
世
界
で
起
き
て
い
る
健
康
問
題
に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。

作
業
療
法
士
・
理
学
療
法
士
の
立
場
か
ら
ど
の
よ
う
な
支
援
が
出
来
る
か
を
考
え
、
具
体
的
な
解
決
策
を
提
示
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
科
目
で
す
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
の
２
～
４
年
生
の
希
望
者
13
人
が
８
月
３
日

～
９
日
の
７
日
間
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
は
、
北
原
グ
ル
ー
プ
が
企
画
・
運
営
し
て
い

る
日
系
病
院 Sunrise Japan H

ospital 

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
、
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
の
ニ
ー
ズ
を
合
致
さ
せ
た
、
学
科
独
自
の
国
際
視

察
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、
単
位
と
し
て
も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

参
加
学
生
は
、Sunrise Japan H

ospital 

の
視
察
や
、
現
地
小
学

生
の
健
康
問
題（
近
視
、
栄
養
、
体
力
低
下
な
ど
）に
関
し
て
の「
健

康
教
室
」を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

学
生
か
ら「
現
地
の
同
年
代
の
人
達
が
ど
の
よ
う
な
生
活
を
し
て
い
る
の

か
を
知
り
た
い
」と
い
う
声
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
王
立
プ
ノ
ン
ペ
ン
大
学

日
本
語
学
科
の
学
生
と
の
交
流
会
・
勉
強
会
も
企
画
、
同
大
外
国
語

学
部
副
学
部
長
の
講
演
会
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
！

国
際
支
援
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

女
性
が
活
躍
す
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
社
会
の
創
造

理学療法士の男女比率（2024年）
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国によって医療状況は異なります。日本
ではリハビリテーションが国民に浸透し
ていて、経済も安定しているため、予防

にお金をかけることができます。しかし、カンボジアで
は命を救うことが重要で、リハビリテーションの制度は
まだ作っている段階だと学びました。国の医療制度を
作る人や今後のカンボジア医療のために尽力する方た
ちにお会いし、専門職が専門的に働くために、直接関
わる人以上に医療に関わる人が居ることを学びました。
英語での会話に挑戦したことで、コミュニケーションは
完璧な英語を話すことではなく、時間をかけてもお互い
に考えが伝わることが大事だとわかりました。
今回のツアーでは、挑戦している大人にたくさん会うこ
とができました。大人の挑戦は覚悟と責任と誇りを持っ
ているように見えてとてもかっこよかったです。その姿を
見て私も何かやってみたいとワクワクした気持ちが出て
きました。まだ何かは見つかっていないですが、今後
の準備として、自分の英語をレベルアップさせたいと思
います。何かが見つかった時にそれを共有したり、進
めるときに役に立つと思います。
今回のツアーで学んだこと、感じたことを忘れずに、こ
れからも経験を積み重ねていきます。挑戦を続けられる
大人になりたいです。

カンボジアはクメール・ルージュ
という医療者や教育者などの知
識人が大量虐殺された痛ましい

歴史があります。その現場であるトゥールスレン
虐殺博物館やキリングフィールドを見学し、国
の凄惨な歴史を経験した人々の間で強く育まれ
た家族の絆の強さを知ることができました。
施設見学をして、食事の大切さや家族の結び
つきには歴史的背景が関連しており、尊重する
べき文化ではないかと考えました。
歴史と医療は密接に関係しており、その土地の
歴史を知り尊重することが、本当に必要とされ
る支援に繋がることを学びました。
また、カンボジアでは活気のある街並みや息を
のむような美しい景色だけでなく、貧富の差や
クメール・ルージュによる凄惨な過去など目を
そむけたくなるような苦しい側面も見てきました。
特に印象的であったのは、ロシアンマーケット
の中で棒義足と杖を持つ一人の男性が、頸か
らかごを下げ、道行く人々にポストカードや本、
手作りのアクセサリーを売っていたことです。私
は彼から１ドルのアクセサリーを買い、倍の値段
を支払いました。しかし、たった２ドルで何が

できるのだろうと後に後悔し、更に１０ドル支払っ
たからと言って彼の生活は変わらないのではな
いかと思い、自分の無力さを痛感しました。
社会保障や就労支援が充実している日本に住
んでいる私にとって、この体験は衝撃的なもの
であり、自分は健康体で安全な仕事を選ぶこと
ができるのに対して、その日の生活に苦しむ人
が沢山いるということを実感することになりまし
た。この体験を通して、今私にできることは何
かを考え直し、彼らの力になりたいという気持
ちが強まりました。
より深くその国の歴史と文化を学ぶために、今
後は、カンボジアに限らず他国や世界全体の
歴史を学びたいと感じました。さらに、他国に
も留学することで自分の世界観や視点を拡大し
たいと感じました。
カンボジアには義肢装具センターや病院などの
施設同士の連携や、精神疾患への支援が不十
分であること、作業療法士や言語聴覚士といっ
た専門職が存在しないなどの多くの課題がある
ことも学びました。将来的には、私も作業療法
士としてカンボジアで働くなど、直接的な支援
にもチャレンジしたいと感じました。

国際的なリハビリテーションに
特化したカリキュラム

医学英語

1年次〜

スタディーツアー

国際支援
リハビリテーション

様 な々国のリハビリテーションセンター

PICK UP !

カンボジアスタディツアー２０２５年８月 初開催！

カナダ

タイ

カンボジア

歴史と医療の交わる場所で、芽生える支援の心 異国での挑戦が視野を広げる
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参加学生の声カンボジアスタディツアー

K.H. H.M.


